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社会の動向と生活保護
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表1昭和53年度生活保護基準の改定概要 （1級地）

第33次
（52年4月王日）

第34次
佃刷月1印

摘　　　　　要 第33次
〔52葬4月1日）

第34次
（53餌月1印

摘　　　　　要

円 円 円 円

1　生活扶助基準 （4級地の廃止） 再生 9，000 9，000

〔暴準生活費〕

〔1階宅（1類十2畑

第34次
（標準4人世帯基準
額）

　1級地105，577円

蚊　　　　　　帳

家　具　仔　　器

　　 ・般基準

4，000

12，000

4，800

12，000

標準4人1吐帯 95，1／4 105，577 2級地　96，074円
3級地　86，577円 待別基準 20，000 20，00D

r2期末 一II，轍助費 被服（平常着） 6，500 6，500

lIFl　　　　宅
（52、12．1

　7，330

（53，12，／）

　8，140

常時失禁患欝おもつ

　　布おむつ 10，000 10，000

収　　　　　容 2，630 2，920 紙おむっ 15，000 ／5，000

収容保、漢基準〕 出産準働働の糊購

配電・ホ道等設備費
　一
10，000

33，000

55，000

◎新生児のための被

　服・おむつ等の統
「1｝敗　護　施　設 3〔），660 34，030 A

口

鋤入学準備金
2更　生　施　設 32，480 36，050 円以内 円以内

小　　　　　校 23，000 25，000
〔〃r 　算　　等〕

中　　芋　　校 27，000 29，000

ほ1妊産婦加算 2．教育扶助基準

妊娠6ヶ月未溝 ，4，930 5，470
小　　寧　　生 1，190 1，280 ⑫都準額の臣か、蓉校給

妊娠6シ月以．1二

1童　　　　　婦

7，4／0

4，580

8，230

5，080
　中　　芋　　生

3　付三宅扶助基準

2，400 2，580
貴費通事のための交通
費　　グフブ活動に要ゆ
る1撒類等については
実駿査給

121老　齢　加　算 円以内 円以内
11隊賃・問代算 9，000 9，000

70歳　以　上 9，700 lO，800

〔2腔完維持費
68歳以1．70歳未
1，r1葛の病弱者

7，300 8，IOO
・般　基　準

円以内
55，000

lII以内

55，000

13巾去子　加　算

　児耽が2人の場
　合に加1える額

12，600

ユ，010

14，000

i，120

，　特　別　基　彗f、1
4．医療鉄助基準

、〕．出産扶助基準

90，000 100，000

◎国民健康保険の診
　療方命！．診梨報酬
　の例による

児童が3入以L
1人を増すごと

500 560 一　般　基　準
円以内

　に加える額

（4〕障害者加算

施設分娩
届宅分娩

待　別　基　準

｝円以内

53，000

68，000

60，000

72，000

75，0り0

障嘗等級表 衛生材料費 3，000 3，000

〆1繍
k2級ノ

14，60D 16，200
6．生業扶助古1∫準

円以内 「II以内

障一、騰微表／3級） 9，700 10，800 （1）生　　業　　費 30，000 30，000

概度障、卜渚家族

介，解1
6，340 6，340

（2肢能修得費
㈹就職支度費

25，000

20，000

25，000

20，000

介　，1躯　加　算 5，000
（52．12．1）

　5，500 7．葬祭狭助基準
重度障、昼渚他人

介護料
円以内
28，000

円以内
29，000

大　　　　入
円以内
62，000

円以内
74，000

円 円 小　　　　人 49，600 59，200

駒在宅患者加算 7，140 7，930

8．勤労控除等
⑥放射線障，賭加算

〔1）業種別棊礎擦除 ◎確働日数が21日以
負傷又は疾病の
状態にある者

負傷又は病気の
状態に該当しな
くなった者

13，500

6，750

（52，8．1〉

15，000

（52．81〉

　7，500

111の職種（内職〉

捌の職種（日雇）

131の職種（土工）

　円
工1，450

！5，260

19，190

円以内

　円
12，710

16，930

21，300

円以内

上で一定額以上の
収入を得ている場
合は、収入に応じ
て控除額を増額

〔2）特　別　控　除 78，100 86，700

酔多子養育加算 5，0QO 5，000
〔31新規就労控除 4，000 4，000

㈲人工栄養費 6，4］0

円以内
7，120

円以内 ㈲未青年者控除 6，000 8，000

働入院刻賭日用品費 12，410 13，780
〔51不安定就労控除 唾，OOO 4，000

1ゆ一11、｝扶助費
円以内 凹以内 ㈲実　費　控　除 実　費 実　費 ◎社会保険料、組合

布団類　新規 15，000 15，000 費通勤費等
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支出 月額
全国一般勤労

者i団帯窮1・10

分1端層A

全国被保護勤

労者ll騰B

格差

B／A

1ユ］
円 ％

消費支出 33，093 27，318 82．5

食料費 工2，541 12，063 96．2

住居費 3，494 2，857 8！．8

光熱費 1，668 1，382 82．9

被服費 2，968 3，175 107．0

雑　費 12，456 7，84王 62．9
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助 ・そな右分結

輩難轟繋
の助の。じる化
引’生　て他清
上入活　級の扶
げ院扶　 地扶助
に患助　基助ぞ、1，

準者基　準基準
じ日準　が準の
て用の　適にみ
　品改　用おな各費定　さいら
々が　　れてず
　　　　るも　’

。被とてが年の
月艮1ま1よ｛氏よ斐費4
費と　、、・o）園1こ
にん食方龍別よ
つど米・・カ・1蟄支つ
い差費らの出て
てので数第額低
もなはえ1の所
同い九て・格得
ホ薬もプぐ一・…月一差 ヒヒ

〆？の％“、［』分を帯
ンi赴と不呈σ）で立みと

況な度階階る被

辱血｛動iよ1投と

と省、Ilf＝次
な障東帯の
つ娼・墓ξとと

てと都被お
おのσ）保り
［〕比一護で

総讐糖
ノ』・は労と　。

傾五者o）
』j十阯消
が一帯費
顕年と支
著度被出
で五保の

たしるさ活　級級の対の
　　四せ水五地地指応生
　　　　　　　　　三しけ
　　　　　　　　　十てる
級級る準十へに定す活二一一
地地たの三のつ誉る水年級般
柔田晒地年絡いえた準度士麟
．村　域度上てか峻の以か1昌＝
区を五巧各に1デは翁』　」也葺∈ら0）
分す十差お措’わ必域設四消
制べ二のい

lZ

』五れ要間け級費
にて年縮てが十てに格ら地水
す王度小磯學年き応差れま準
る級ま傾　り度たじのてでの
こ地で1旬それ以カミ個縮いの勲
とにににの菟降　劉小る地同
と讐葛献1講力腰筆
さ替て即な　なに町等最分勘
れえい応生　三照村に近が案
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ヒ唇こさ葡～等3
げおれ道の住

雑騰竃
れそに・般棊扶
菟σ）な級基準助
　限つ地準に基
　度て別をつ準
　額いのこい
　にる特えて
　つカ1別る礒
　い　棊場
　て五準合家
　所＋額に賃
　要三がは
　の年適別間
　弓『度　用　に　fζ

隅騰照教2鰭駈羅鴫鋒遷頬へ　からし童上育教きの宣の菟料障算額齢奈等妊七一

1灘驚1難1嚢繋簿編醤
八○額教父に基　た
○円が育兄つ準
円咲’費がい
に　小の負て
引中学支担遷
き学生出す
上生一状る学
げモ’況 ‘用

　　一な般品ら四九ど世費
れ00を帯等

’○学
○○準
○円備
○以金
円内が
以1モ小
内　学
に中校
そ学入
れ校学
ぞ入時

　　　上母扶て算以（
○の八げ子助も　内一
〇う○ら加基そ在に級
○ち○れ算準れ宅引地
円の円菟及のぞ患き居
以重と　び引れ者上宅
内度なそ障上改加げの
罐裾鰍糞箕燦
緒菟果加連れ人れ具
上他　　算動た 工た
げ人更老のしσ栄ほ一

表5　最低生活保障水準の具体的事例

生右rす夷 訓
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

／i宅扶助
　　　　一般鷹準

　　標亨輯人［tll　　　　　母子3屓賂
（繊男〔融’3。巌’9歳男（4→’1轍）　　「職女・9歳男／4・）・職女）

152犠（鋤　　　51埠度 雅1　 53　年　度

1譜，溜 3錨i需 凶3繰地 1激地3級地 ］　級　地　3　級　地

l　　l
　　　　　

一1皿
　　　　＿4
　】」90「1、280 1釧

L2118脚　l
5
， 001）

86，5571［鑓ア〔），583EI］　57，885円

　　　　
　　　　　　　　　
　　　　 、母劫 隙）1（母子加1算）

　一　い3，610　13，610

　　皿一 愉一～78，430円164，3／6円

　　　　1　　　　　

〔母子加1算） （r蜘算）
15，120　　　15／20

1・190 1・19D 1，28。 「南8i
　　　　（］81800） L29，200）

9、0「｝「）　 　5，0DO　　9，000

〔24脚） （18・80D） l29，200）

9，000

〔21，8001

5，000

勤　　労　　控　　除 ＿…劃耶 墾i磁磁
一 一

　（住宅特別フ、騨）

FI住宅・般基準
（124，030）

103，830

〔1D2．516、

1　85，716
； ；；　　＝　

＝　＝

（136．46・1） 　l1】2，333〉　〔152，

　　　　　レ
12（〕、564　　98，533　1132．7

＿＝＝＿ヨ＝＝　　　　＿ 　　

　　　　　老　入　2　人　世　帯

　　　　　　　、72缶賜・6識女）

　　　一

52年度 （　　　　　　　53年　度 52fl渡 （当紛 53　年　度

1　級　地 1級畷3級地 1　級　地 3　級　地 1　級　地 3　級　地
生　　活　　扶　　助

加　　　　算捌掲）

　55，543円

1讐　警欝川嘗1欝）（響

29，148円

姥齢加噂〉

　9，700

　39，568円

（老齢り団鋼

　10，800

32，444円

（老齢加算）

　10，800

教　　育　　扶　　助 一
。
L
．

一 　一　　一　　一 一 『 一

　　　　　／糊11基準〉
住宅扶助
　　　　　　般基削

（24，900）

　9，000

（21，800〉　r24、9鋤

　　5，000 　g，000

18，800）

5，000

L29，200）

9，000

21．800／

5，000

勤　　労　　控　　助 一 　　　　　 　　　　　＿
　　　　　　　

ト
　
　
　
ー

『 『 一
　　　（住宅特別基準）
合　計
　　住宅一般身，い隼

！90，143）

74，243

174，047）　1王0エ，774）　 83，265）

60．247　　81，574　　66，465

l70，1441

54，244

（57，648〉

43，848

179，568）

59，368

（65，044〉

48，244

1注）1　巨記の慕準額のぽ’　1討交給食費　通1”山通費等の実費　支紀　多 卜∠保除6L）1，上記の基準額のぽ，ノ・、芋校給食費、通宇父通費等の実費が支給され、社会保除料、通勤費等の実費が

　　控除される。
　2・住宅扶助は・一般基準額を示したが・家賃、地代の額がそれを．ヒ回る場合は特別基準が適用される，

　0内は東京都の場合の特別基準最高額である．
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1の改置
弄IIIIしilIIlllil1［li！lli”lll”111111111111111111111111111111111し“IIlml1咄IIllEIIllIIIll

務　IF　産　　を　‡木　通　　　　な　矛口　｛呆

簡心準教間勤今っ五護第
素咲備育学用回菟三の三
化　の扶校自σ）　年実四
の支た助等動改　四施次
た給めの夏車正　月娑生
め要の特季の賎　一領活
の件費別施保　　 日の保
権の用基設有山　か一護
限緩を準参婁間　ら部塾
の和統で加認へ　適改準
委’合認のめき　用正の
譲額しめたた地　さが改
等のたためこ等　れ行定
を改ここのζに　るわと
図贅とζ交　お　これと
つ　等　逗工臨け　と、も
た事を出費海る　 と昭に

はよ条（9　　　しに　こ
通る件　　 山　た説なと
勤以の山　間　’明おで
す外悪間　　　　を’あ
るにい　　　　　要字る
こ通地へへし句。と勤域き通き　 なの
がすに地勤地　 い整
きる居等用等　　と理
わ方住地自に　 思に
め法す理動お　　わと
てがる的車け　　れど
困全者条のる　 るま

秘欝保　麓あい動気有　　はの
りか車象　　　　省等
’又に的　　　　略特

てに地業事　八たりらか
いな域種業従解こ通れっ
くらの且用辛説菟勤る自
たず低　贔　V　用と動
め’所地と資
にか得理し産
利？世的てと
用　帯条のし
し硯と件自て
てにの等動の
い最均か車自
る低衡らに動
と生を判つ車
認活失断いの
めをすして保
ら維るて峡有
れ持こ当　は
るしと該営’

（自き車
課動はの
第車’保
3の都有
の保道が
9有府社
）を県会
　認知的
　め事に
　るの適
　こ承当
　と認と
　とに認
　しよめ

いる○
て必○なD別要○お
に最円’
支少と基
給限施準
さ度設額
れ額分の
る穴娩ほ
〕　 のか

纏重
羅藤
るに要三
。つす’

たは　　ζζはそたのに宅施奨歪　　4
　ま　　なのグ）施引分設寺貸出
葦へ等②い理夕設さ幾分σ）用産出

二窮融醗婆耀撫慧縫
Oのもか実①二居れ七合がに準助
○票のな藩居区宅菟モ六五璽に基
円情で配料宅分分　 〇三応っ準
以があ慮金分の娩五〇”すい
内あるがの娩萎が圓rOOOるて
にる。必上の準岡三〇〇〇たは
引場　要昇適とじ年円○○め’
き合　 とが月1さ暑蛋度以Pヨ円、出
上の　さ著者れ準か内以以分産
げ基…　オししはたでらと内［内娩に
ら準　たい多級あ従木’か介要
れ額　 ここく　つ来幅居ら助す

　6　め代　 か要ほらモる　　5　さる円一度
勤　　らのならすカこ七　費葬　　く分）四の施
裳勤れほ苑へる　胃O用祭葬上娩程万棊設

う除　。葬に○支のO以に準助1、・低準別入場
ち　　　料応円給料円内対に基　る保と基院合
業
種
別
基
礎
控
除
に

つ
処、

　じに限金以（応つ準
文て改度そ内大しい
書先定額のに人てて料　に　　さ　　が　f也　弓1一　　、　1キ

の示れ穴遺き、基
加した’体上二準葬
灘。8忽鑑縫
が枢　O搬れ）が要
認車　円にたか六す

P障な準料’
額駿額σ）改
（　の実定
一鮭場費さ
○康合等れ
万保一をた
門険五加五
）法万え十
をに五る三
大よ千と年

被実は　 7　げ室未に未に額　上○犀一事のて
保際以五　　ら　成適成つ蛮まげ円　 ’務引は

肇融暴蝿献象霧雛鋸離霧
年さお度生
齢れりの活
　るで生保
嘆最あ活障
　低る保水
婁生力1護準
冠活　基
構保被準
嘆障爆改
　水護定
所準世の
在は帯内
地’が容

円者る就所れ別
かの未労要て控
ら処既しのい除
ノ覧遇勾三て改る及
’充者収普収び
○実控入が入収
○の除を行金入
○＿に得わ額に
門環つてれ別応
に　 ㌔・㌧、ノこ基じ
引とてるほ礎て
きしへ場力こ控控
上て　合　除除

’鷲麟鯉
九種らの般準
三に一職の
○つ養種一改
円い　に、定
にて七っ二と
そは一い級同
れ一〇　地様
ぞ五円てのに
れ’には場一
引二”合一
さ穴日一で％

さに組険通ねにに基　万一合非乾額互　とを等
ら被合　学モ必限準こ些’は稼　〈－爆表想に
に保費特の　要つ（の　七そ働一東　準1定よ
高護等別た五にズ住最五七れ0）五京七四5しっ
い世の控め○応計宅低六四ぞ老万都八人（てて
も帯実除の○じ上扶生八円れ入モ〉七世酊そ異
のに費の交円てし助活円×八二　を門帯頁0）な
と保控ほ通く、たは保）　万人九適（の）障る
蝶馨力瀕穣繍駐暴肌臓鋼馨磐
・れを社収二給で基準る奥五及円た挾はおの’
る㌍会入年食あ準賎。　七び）場助’り保い
生凡保金全費緊も　　三四老と合特一と障く
活る険額国（　

）
＿
　 プく円ノ、な、別級な水っ

輩げ耀雛誘般伽天矯麟讐奮
嬬爽労礎v校ほ控的　（○のま下最一　示世
　際働控×概か除な　七万場た同高三　す帯
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と又に帯措霊規亜閲る通地へ必次おめき
碇はよ等置が定嘗　こ勤捲き要にいら地
　通るを法特に地へとすに地で述てれ等
道勤以いのに基域さがる居等あぺ示るに
路す牲う規はづと地き方住地免るさ場お

欝蝶練藻鞍韓齢鋸
’がるでづしさ例的困く力洪　のい要勤
公き方あきくれえ条難な　　　条る件用

わ法胤指蒙た暖伎ない自気　件交礒自　とを性な当地犠者条　一体　え場
めが　定雪振　　こ交動象第も　　動まし得にい該域　が住し般障一な合

菌鑓離翻輩又葭謹羅野を羅醐蝶編魏罫腔
舞自鍵製麺鑛韓山芒曽雑嵩輔募房難灘繰雛野
あ交動雲特　法件　勤以悪同と峡9が　あ自とる保自伴よ条厄め勤用さそ
る　琳地別積のが山す外い　が　に認へ胤動きこ有動っり件　ら用贔れの

車はとを車公通の山れ自とて保
傭舗駿鞭閲礫妄霧
有府’しの通る地へなのの
を県今な増機ケ域きい保自
認知回け加関1に地q有動
め事一れ等のス居等　を車
るの定ばの衰の住地　除は

瀟窮欝窪誰㌔

め

て

差
し

つ
か

　ら活での的動も文とカ1のるい実　必勤よ要最世虞と当に　はる自と自共
第な様あ均確車勘　し　自かこ情第要務りな低帯　で該よ第なと動を動交
四い式る衡にを案当てこ動否と等三でが通も限の世あ勤る二いい車い車通
匡

自
動
車
の
処
分
価
値
が

小
さ

く

。等Pをは保す該機の車かでか峡あ自勤の度住帯曳務通映o
のこ失握有る匿械場ののあら　る立しでの宅員　が勤
実のしししこ帯的合普判る低通
態ほな’なとのに’及断9所勤
もかい当いが貴取普率基自得用
十’も該低必かり及が準動世自
分地の保所要れ扱率一一と車帯動
考域で有得でてうをつしのと車
慮のあが世あいこ唯のて保のの
し住る低帯るると一目は有均保
な民こ所等。特はの安’が衡有

騰縦擬蕪齢翻鉱ば　必帯況　事で基な地らし域
な生要とを自情な準る域れなの

0のなあ生事のす自が世
助けつ活情就な立や帯
長れてを等労わのむの
にば　維か状ち助を状
役なそ持ら況’長得況
立らのしみ及世になか
つ弍たててび帯役いら
て　めい　生の立もみ
鎚麟翻人ぞ響
こ動え動現員いあ自
と当車で務況　るり動
が該に必が’構こ’車

うがう以機
理原も外関
由動のにの
の機で通運
み付あ勤行
で自るす状
保転。る態
有車しこ等
を等たとか
認よががら
めりつで判
る便てき断
も利’なし
ので単いて
であにこ、

は　よ域慮か基磯府　でこるてカミ伴回　と通利　あのも世？に車る公も通
’次うにすら準　県なあと通　　うる第が機用まる範の帯　比のこ共の勤

要のといその確にに勤要と割一地る

こに留よる’の都知険るに勤当勤収こ五必関に夜
れ　意つと当統道事　こな交該務入と賎要の伴
ま自すてと該一府の今とら通地内にで　で一う自
で動る取も地性県承圓がな費域餐占あ勤あ笛燃動
必車こ扱に域を内認通必いのの　める労蒐月料車
最保
少有
限が

Dめ
燃ら
料れ
費る
「場
修合

　　　　　　　　　　　　　o収
。にの特保およ用で認合般域自す入
著運殊すける自あめと的の動なが
し用なるるも動るら比な事車わ維
いに事た保の車
差当情め有との
がたをで容し保
生つもあ認へ膚
じて充るの挿を
なは分こ判趣都
い地考と断旨道

。れぺ勤情のち持
る均労等維’費
程衡収か持当を
度を入ら費該著
の失に判の勤し
もす占断割務く
のるめし合に上

の費の
利　一
用修箇
料理月
金費の
よ等維
り）持
小が費
さ公（
い共通
こ交勤

。囲でとそぺ処と交でに
のあののて分が通あ必
もっ均保著価必機り要
のて衡有し値要関’な
で’ををくがでにま範
あ通失認大公あよた囲
る勤すめき共るる「の
と利るてい交o通自自
認用こもも通具勤動動
め上と当の機体よ車車
ら必に該で関的りにと
れ要は地　のに経よ認る最な域な利は済るめ
こ少らの文用’的通ら
と限な一　 米斗自で勤れ
で度い般か金動あがる

栄ささ児行
養れれをフ
費て’ほ期
のいそ育間
認たのすは

　ははみ　〈6箇産12）　　保庁峡合に有動今　る車でをと　控税oか保理
こ三六に産解の月婦　産有及もよ楼車回な趣を雲除しま除又課ら険費
れ箇箇よ姉説2問に専婦　にび引あり　以の苑旨更認教た曳しは第控料及

鯉謬〉鰹鱒馨難難糠馨鴛島窪言蕃瞭鶴

定
と

の
関
連
で
み

。億る’
の産従
者麺米
にに
つつ母
いい乳
てての

ア簿 にの最と　わ容に活へ障いたの車よのつ税冥こ必車
の月産よ改終も実れ認は用き害こめてをり改かの　と要損
（の間婦り　善　的十施るし認品地者とのは新自正え実今が経害
及と加乳
ぴし算児
＠たのを

54局生い
）第二る

に分機。なめと筆のに必なた動楼な費嘆認費賠
判協関こけらしに通留要いに車　いも　めと償
断議嫉のれれてお勤意経o購を自こ必新らし保
すし　よばなのけ用す費従入保立と要たれて障
るた都うない自る自るまつす有更と経にて　法
濃蕪綜力穐認藁縫籠歴暫・雛
。そ県とい事の用及o除自と場目oし動た収づ
　の本き場情保自び　す動ま合的　て車が入く
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　〈｛212のこよ給⑥　　す算ほ　し認のよ栄が期養合乳つな育依栄乳産る
母解の章範と姥寸　母る定育した定たり養厳1鞭嫉にてカ・す存養購絃
子説ウの囲に象児子もさしたも期め黙密もはよはつるす奨絞

舶　国ぴこ子満囲当対　こか児産　月給るれしなずいを育か工○れ場以の
）（3鵬加のが及象
　並算者昭び児　び（のま和母童
　に告支で五子の
騎縮壽範　6表象大四年囲

　σ）第もさ月金の
　21同れ一の拡
　の第様た日支大

菟否に婦
かつ加
をい算
蒸てを
準人行
と工う
し栄期
て養間
認費は
定が’

間の産なてく’るほしえ栄％て合上産
か観姉いい三ま乳育てる養にい墜人婦
ら点に乳鷹箇た児しいζ費満た　工加
六かつ児　月産にてな　墜た庚当栄算
箇らいをそと婦ついい母認な　，，亥養の
月産て専こい加いるカ1乳定い人乳に対
間婦嘆らでう算て産　　の・さ乳工児依象
に加　母　ケを人婦専。み・れ児栄に存と
延算授乳人1行工のら。にてを養入すな
長の乳にエスう栄場母よいほに工るる

用す統月鞭活の控　こ各も場具　く図141　つど務　つ及1…i拡頃荷ri司て
と轟合　で実晶えしと品の倉　従解つ　 出　てう教なたびて大　の義様は

〔6）げ興15）

　た　　被
災こ○蚊服
藩8寧費
に（円網の
お局か戸金
け第らの額
る6四支改布の’給定
団2八基
類の○準
　｛5）○限

欝理度
類の引額
の（イ1きを

支）上’

とる準　で始ら真は　か定て
　こ備な支とれに’たえ日母ま
　と金凝給なる必世だなの子夜
　なと　しつの要帯』い属保
　く同支てたででの　こす健認
　職様給差場　あ状出とる手だ
権’のし含出る況産
変｛呆認つに産とに　麦
更護定か限後認よ保
にのにえり四めっ護
よ変あな、週らて開
久更たい碁間れこ始
　申つこ準以るれと
註忍言青てと額内場らな
定書はOのに合のつ
すを’　範保も費た
る徴入　囲護考用場
こす学　内開えが合

9月帳時
の等期
前のに
月確つ
に認い
認にて
定よは
しり

’

て’原
差出則
し産と
つ予し

免支銭物ら新　　　　　すい制に　円糸合給品、生こるて度かこ以
し付蕊塵児のこ本にかれ内
て斐而産の運と制吸るにの
差原要に健用は度収規伴額
し則に際全になとさ定いを
つと応しなあい他れ嫉’支
かすじて成たものた　従給
えるて新長つの被こ発来で
なと購生をてで服と展のき
いと入児願唆あ費か的被る
こ屯でσ）う　菟等郊二服こ
と咲きたと被　 σ）　角孕費と

と　るめい爆　狸新消中と

席櫨鰭雛糧髭
いて金なかの　複つ本児

○維録態て内助峡備　く19）持護巣1力　　警支う等疋ほ木題の　くのに給
円持護にいてと　が配解の費の設　 配に給とを　と幅　改被解㈲準基

き五3　れ短関いる通
る三のこらが限てと’
こ年1のにでりぬ，認井
と度の特かきで活め戸
と’補別かる一扶ら又
し五修基るも万助れは

嫉難鯉即蘇　○住額のさ範時場道
　○宅を実れ囲扶合設

0）こ0）準ぴ特をて時基て要たむ’扶
の蒐／の水別　図災に鷺楼し関？咋助
）　の額導基　つ害お隈　な係　年の
　（補を　 準　た救け度関い共家墜支
　局修一井　　 も助る額連状　 具に糸合

　第費万戸　　の法被の物況本什お基
　6等円又　　でに服改価に年器い準
　の住かは　　あよ類定のあ度費て限
　2宅ら下　　為る等童動つ楼な布度
　の維保水　　　基の行向た　ど団額

た災

も救
　助
（法
局に
第よ
6る
0）基
2準
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文いて校でを設のき又天童委’
部学の及　ひ定交はは　又貴本
禦校霞び現らが通、駕そは会年
力行校中爆いあ費そ苫二の生が度
行事に学　たつのの校地徒行か

ずばで犠　き別最ての合学又　情緊で設　やる駿る季休　〈菟場う㈹
まなは　とる恭少い小で年はそが　対に一笑学　ζ聾業小解　合夏
たらす変こみ準限る学あの教こあか応参友聾年し　設日学説（の季恋
　なべ芋ろちの度と校つ児育で免なす加　にのか全L等校〉局交施芋
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もを加夏の全夏
の’の季ほ員季小
と教た施とカ｛方笹弓倉
し育め設ん参設校
て挟にをど力日1モ、
支助必実すす　中
給の要施ぺる当学で　特　な　し　て　場　該　オ交

りるす被あ児も国とに’
のこる保る童そのい行中
家と費護
計犠用標
の　 を軍
負な生に
担か活お
となのい
なかやて
つ困り峡
頂難1夏
るでの季
実あ中施

。又の学うう学
は内校）臨校
鑑容での海又
徒を活最林は
がみ発近間教
金るにの学育
貝　ζ　行　実　イ交　委

参　わ施（員
耀れ群参
てとてをr夏
いなおみ夏季

　　　　夏
　　　　季
第通設校漿
6費に・設のを・中参
3支児学加
の給童校の
（41で又又た
）きははめ
　る生教の
　こ徒1奨交
　とが委　と参員逼
　し加会費
　たすが
　こる行

低

脆次
活に
を’
椎夏
持季
す施
る設
う参
え加
での

めめ
らの
れ費
る用
かが
否最

離射嫉鷲裂銘羅穐鰻魏珠鰭雅ま譲縣縫
る義で学学いれ実学場省し 司過のは各場が施指いにずがと生こ助及
も務き校校外て態年合通つ要重内道学合’し導て伴’間さ活とにび
の教蒐教又見いにのの達を領と容徳年に一な要みつ夏題れ褒か関生
と育　育はとるあ児留で凡になのも　は方け領るて季とる護らす徒
者にこ活教肉遠れ童意映な示る趣し冬”れ共ζ必聾な最湾’るに
ん伴れ動育答足ぱ又專　いしこ旨く分学学ば　　要醸る低にこ法係
らつらの委をや’は項学とてとをは野習校ないたなに
れてを一員示修掌蕪を校さいの逸特も指にらずしも参
菟必勘環会し学校徒示がれなな脱別し導おなれかの加
　要案とがて旅行がし夏ていいし活く要いいのにです
　なすし行い行事全て季い内限た動は領てと学夏ある
縫簸鏑鴛犠壕り留蘇讐蜷叢舞　と夏め季Lらし加。をま加に生標域す必れお設どが

　査季る算とかてしさ開夷えお徒やの各要てい峡う義
　認施こ設かわ認てら設　ていにこ目教がいて　か務

0限いれ律る
度うにの就
の義参対学
も務加象奨
の教すに励
で育るもに
あにたなつ
る伴めつい
かつのてて
どて費い国

二つ施必又季ず点に
曳て設要は力箆第は’
　いのと教設一次こ
夏る評し育でにのの
季必画な委あ、と費
方紅要実い員る学お』刊
設が施力1会こ校りの
があ1こ　カ・と又で口忍
学るつ実主ではあ定

　を夏式学う　ぺ　あし限の全施特　る参　と世たか中保用てか校の施か
第担季を校夏まき次免てりでての別なこ加こ思帯めらで護はいも教と設に

年

単
位
に

実
施

Pい態催あ教るに
てとする育
諜しるひ委
導てと必貝
的学いず会
役校うしが
葛旺力童テ杉も守テ

o際
し

て

意
す

い被なの形基岐とののわとに’対懲’る’育さへつ
く保い学態準　とたよれの必こ応市半実学活れのい
と護と校がで夏しめうる均要のせにば態年動て参て
い者いが多対季たのな
うのう夏岐応施も交背
考個実季にし設の通景
え別情堕わた参で費’
方［内に設たの加あを趣
に具立をつ嗅の克教旨
基体ち実て　た　育か
づ的つ施お夏め
い需つしり季の
た要、て、麺交
もに可いま設通
の対能る篠の費
で応なも　実を

挟ら
助’
で夏
創季
設施
す設

0衡な費ざお義にののは加み
をも用るい務あ児一いはる
失のををて的る童環る家と
すと最得も経場又とも庭’
る認低な何費合はしのの前
こめ限いらの犠生て・≧自記
とて度とカ・様　 1走將［　由通
にもの思の相そがみ夏意達
は地生わやをの全込季志で
な域活れり示た貴ま力抵には
らの維るくkめ参被設よ、
な一持こり　の加　がる夏
い般のとの被費しし学も季

限い今替
度0回とな
といのしお
すず措て’
るれ概そ地
もにのれ域
のし対がに
でて象冬よ
あもと季つ
る学しにて
o年て行は
　を差わ’
　通しれ夏
　しつる季
　工か慰箆
　回えもの
　をな’代

い回あす者こにる
0のつる匿の負墾ま
措て費帯場担　共
最は用の食す参
が当を児　 る力口対■

現然補童市額す象
存こ助又町をると
のれ又は村限児す
搭らは生’度童べ
置の負徒Pと又き
に措担にTすは交
代蹴し対Aる生通
るがてし等も徒費
も優いこカ1の全の
の先るれ　で員範
でし場ら低あが囲
は、合に所る共で
な今に要得0通あ

免参　弾て徒夏るのが　例校実はの克全さ
　加第力創の季学場実第ので態対有　員れ
　の四的設健施校合施三よはを象志しが、
　た咲にさ全設ののし1モう二みとのた参対
　め　判れなへ実地て　で年るさみが加象
　の対断た育の施域い地あ焦へれをつしと
　交象しこ成参率のる域るの　な対ててな
通とてとを加に範この
費な差か図をつ囲とほ
にるしらる通い及がと
限費っ実とじてび必んら　月ヨ　か　施　ヤ・て　は　当　要　ど

れ啖え機う”該てする　 な関意児こ地あぺ
も夏いに義童の域るて
の季。おを又制にカ1の
で妻値　ヤ、もは度お　 学

あ設　てつ生がけこ校

。学小い象、いる
年嘗qとクる学
時校因しラ実年
にでみたス態σ）
行は咲任単に児
わ五　意位あ童
れ年夏のとる又
る箋季校交こは
の　施外　と生
が中設活特で徒
通学の動定あの
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優い付　き酸付貫い校み嚢と　とセ徒のい峡な徒の　く盈交ば徒の⑥
　場添まる添折な又らr蕪通とにに小た　いで4薫解螺通逓に小　教

い体ば的も場す　れ導殊る窺が　σ）添学かをめ鵜　　 きて一瀬息付
は的通事二〇）合る饗て轄：児乏な　支交嫁ら支てい躍ろ　逢困定校浜添
麩手学情で付ケ病いす級童嘆け　翻勇に特給圏がに2　一英1醐些校交

　寺アのL㌦一よ
理　 とり
由とが一
等犠で定
付　 き期
添負な問

神情す簿あ添1等るるを　　れ
上静るに免父スにが児含生ろば

通がよ、童む徒う通
費みり事　一の学学
をら一故生般な校で
支れ定に徒のか又き
給る期よに小にはな
てた1覇るは学は養㌔、

女費通殊で難な通学
件を学学さなけ学校
を支す級る者れす又
拡給るをこにばるは
李殺就つ蟹叢
るる　一しヤ、て　学
こよ生般ててき創11交
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とるとずの
に。す学申
付児る校請
添童か当が
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た生かにつ
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との照し場
い親会父合

がす母に　て認め府れ付すて義　らの参校な嘗聾添免方に要嶺嫉な撰もい
何る等嘆次差めた県る垂る　粉な施粗順教ら1茎にい　かあと校　る度・）が
らこの　筏したり又力1父児小の哉行足　育な等あがすらつす生学程ので必
かと付実　つ場んは　通箏学坦　さ映な法い特るななこてる活年度期あ要
o）が終施付か合実市こ費　校定 狩れ　哉第と殊とけわのはこのをの間1λと
心必レ機添えは施町れを生又が述る政　二さ教思れ曳よ建と期通期を　な
配要を関套な付機村に必徒は施のこ令養二れ育わば　う前は閲し間経まつ

器舞継難郷饗睾齢騒轡諒撃蝶糠叛餐縛糠
導必育てすか校れ1之なり校笙る校者が塾現りのしあうれ一由
費要委はるでのる　つ五に二かに嫉き育に得小てるもば定の
のや員学ケ　特ま養て四か九ら就　わ法なな学常いの付期如
支む会校1か殊で護い年か条で学盲めでつい校時はで添間何
給をの当スな学の学る四る　あし学て峡たと又付よあいとを
対得見局いパ群概交」月就築禽な嬢困　もいは添り菟が犠問
象な解　考長ににの　一学七　け　難常のう中い長　不　わ
といを都え期通お就　日義一（れろな時で考学を期こ要あな
しと求道ら間学い学　か務条学ばう状付あえ校必0）れとるい

のこで一　月場　単あ定　茎解たかO
lイ1と必箇邊σ）合繋身梨こ文害説こらOl
）と要月i事1前・）護　　　準音阻董〉と一円

ウる内て峡たた鋤　　で肇楼　くげ円一藍1ゆ費な咲照匡る諺と添い　でう

　　　　　　　入しな分　 月｛主受
た額の退分宅給院
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編箕騒輝寡
（計間敵　い身退
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で認箕以月必し殴の宅場場の宣よ実契　のる該ああ陵
ま）定　前分要て　で費合令た　り態約しでこ月りら　こ
克し問一のとも月はのへ等めあ早もとかあとの’か退れ
　て代笛家す　のな支　を退る目あ同しるか一まじ所は
鷲鍵賃鋸熟1繰糞1盗歪鶴1
　つ準限間合計のとのにるき退宅と家咳
こな額度代映算いい面退ζず院をか王
のえのとを　奪ずうか院　実予確灸よ萎
場な範し退勤一れ意らし月際定保　 り箕
合い囲て院該えの見みたのの日す地支
認こ内一又月て日もて場初退にる域払間
製㌶鑛騒嬬聾暦織孫岱
き濫壇暴II継疑徽雛魏3るも額のた　代退そす　しび化る情れて
家のを家日荊を所こる住たた等場にるは

。贈ノミ霞二
れ分そ居場般
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た讃’賃要よ匡完　　　　　　〈。」二、とる、保解
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て代る箕所受V
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し基き間た中
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えの従こに身
な範来えお者
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こ内一家て月
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綴分難縫
て額のを算で
いを家必に退

一u一



等正前　必挙定　〈　　　　　蒐で事U2）　責入　がにしら月
が以述今要』で敷解る②桜しを①　敷の　敷任陵な必退た起Lま
認像の同と　き霧説場　　 く要　o金承次金　を　哉要院が算と農

難麺鷺鶏〉纂鯵難響鴛縫莫就蕪輩藁
た府場にる外産い　13よ得のは相のめるは認施被住・しの箇際院
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のに一限o事定関
大よ年委　の型限
半り度譲　承的り
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r輩1金改た　を列1．忍

号gず申借当30てこ’
）新転入蟹の）もとあ

た居れ契理
にすを約由
住る石のを
居場つ更も
を合た新つ
必（このて要控拒立
と ロ．に糸色退

すεよ着き

　　　め機保宅
　　　ら　関護費
よなら　れ　に者二こ
　～かるあに係
こ　じ場る対う
と実めく　もし実
と施都　口　の保施

し麟　与蝶
たll艮県　　 る実は
こり知　　 。施’

た認刀に又
日定の退は
をに範院退
確あ囲又所
認た内はし
しつで退た
ててあ所日
行はるし以
う’こた筋
こ実と日一
と際。か歯

るの賃
。基’

準間
額代
をの
日額
割は
計’
算一
し笛
た月
額分
のの
範蒙
囲箕
内

で間
あ代

rもれ去状居限をて当　か金がないのが
正よたの況住緊も’のこえ等認どは帯家そ
当いい判にす　つ象窮こなをめ峡借由主こ
のとず例ある現て主由殴い実ら　家をかで
事いれ等れこ在おの一　 こ施れ裁契もら
由うかで嘆とのり」立とrと機な判約っ、本
一趣のr　が住　退し正と関く等のてr号
よ旨例正必期居かきた≧「～し限てに更立正に
りかに当ずしに？要ののたりへよ新退当お
若喰あのし難お　求映事もで　りをきのい
干　て事もいいそが　由の認転r拒を事て
幅判は由当とての相燈一で定居正絶要由楼
を例まあ該考従要当家とあしに当さ求一
広筈らり事え来求の人せ蒐て必のれさと被
げにな」例らどが客かず　差要事たれ同保
たいくとがれお続観らr　しな由場、程護
規うてさ過るりく性み相　つ敷L合或度者

　　　　　　　は　こ場通め
胤類い2きだが①次今と合裳る
　型て×なりな家の回には　 も

　分楼γい又け主と追な’敷の
　類　あとはれはお加るほ金で
　も多　 さ解ばイ昔りしとぼ等あ

行くrれ約、家でた、悲実のり
わの正ての賃人あ各わ施認’
れ判当お申貸にる号れ機定こ
て例のり入借対oのる関がのい等事（れ契し
るが崖借を約r
とあ　家すの正
こ緊の法る更当
　　有第こ新のろ事無1とを署1＝
で例に条が拒由
あのつのでんL

趣

及
び

留
意
事
項

。限必権
り要限
でと委

応めに
でらよ
きれ久
るる

か婚る関合な的のうの屋
らとカ1陶暴緊こ不必観が
転同　り　活寄和要点朽
居時一で現を宿等がか廃
すに時敷行営しにあらし
るこ的金第むてよる取’
場れに等11たいりとり危
合ま寄を号めた親きこ険
もで宿言忍のそ者嘆　わ防
あ濫馨繍知し止
るしこるにら婚人　大保
のてとこよ転し宅　改健

いなとり居た等②　　　　　　　　　　　 承いに定準もる　で儀の定
た～が実す後に夫造衛文る麸該し丈た該礒峻π認場つすずのと過はな個と
住　で施る新一婦を蛋　と家家て　と家　　　を合いるるがさ去なく人し
居離き機場た時間行等家き屋屋お家き屋生当家得はてこよあれのいさ的た

ををり主
売売’が
却却生高
又す活齢
はるをの
賃場建女
貸合て性
すな直で
るどす’
必家た生
要主め計
がが、に
あ当当窮

を範該主る’実とう駿た判のれなも
自に家がこ従施とな　代例でる感の
分窮屋失と来機な事実表等注よ情で
てすで職。ど関る例施例で意うのあ
使る営し　お限カミに機とrすなも蒐
用場業、　 りり　 っ関し正る場つ
す合す病　都でrいはて当こ合れ従
るなる気　道判相てこはのとまかつ
必どのに　府断窯［敷れ次事。てらて
要家てな　県がの金らの由　含転’
が主なつ　知つ事等のよL　む居家
生がけた　恥か由を例うが　趣を主
じ当れた　のなL認になあ　旨余と

孝麦にE　八改三要が「唄きそる等（13）長な
六退（P単解正月し’度るのこに　通い住
箇院 身説）三なそと見ととよ単知が宅
月でウ入〉
間き 院

をる⑥患
限見に者
度込よに
とみりつ
しが、い
てあ入て
住る院犠
宅場後
費合六局
をは箇第
認’月6
定入以1
し院内4

　　　　　　　　　　　　単認場で曳内た届離　る合殴
　　　　　　　　　　　　身を合笹　縁場出贋ここも
雇編1鶴羅鱒取麗挺駄搬害癖1灘
保との例あ融箇患を五で扱患蒐来等つ廃陵’上うた関改
第し社的る箇に月者行一はい者　 どをて止　法σ）rも 製正
五た会にと月なをがっ年・のの
五こ局焦き以っ超入菟三実特住
号蒐長宅峡内たえ院　旦施例宅
社　に費　に場て後　二要
会（対を更確合入の
繍蕊呈讐募1欝
通五協で箇退つ継の
知一議き月院て続変
の年をるをで　す更

一領
日の
付改
社正
会で
局は

費
の

お認、は単的離離のりに
り定離含なに婚婚ででよ
都す婚まる婚をLあ敷久
道るにな一姻間とる金
府必類い時関わは
県要似も的係弐’
知性す　なを　脇事がるの別解離議
のあ事で居消婚上
承る例あやしのの

。等こ
をの

定フ
でな
き場
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らる　しつよる方か者況件　かう箇き以合伴さ6五　置あにと払を期　て
取際都たてりのもり、はをのこえ柔月峡内でいれ 号までるあいつ確間こ差
りの道も楼住で一　三照脇のな　を　にあ六て4社なあこるえて保でれし
寄基府の　宅　応都箇会議通い特限都確つ箇い「会　るととどいすあはつ
せ本県で社費華確道月しが知こ例度道翼て刃た11〉局昭oに考もるるつ’か
る的知あ会の務立府以た行のと的と府にも以者［長和　かえ依実たて単え
き考・
資え指
料方定
等’都
に福市
つ祉市
い事長
て務が
璽誌
通かす

ぺな夢菟局取簡さ県内とわ後とにし県退　　　　　　　　　　　　　　’内が（の通五
長扱素れ・にこれこし住て知院そに入1知一
協い化て指退灸たれて宅　事での退院⑥に年
議ののき定院　力1まい費社・き時院後にょ三
を特観た都しほ　でるを会指る点でのより月
要｛列、点も了βてとそ二
しのかのにいんの年
な丞曳とおるど後間
い認　考けこすのに
もに今えるとべ退約
の当年ら考がて院七
とた度れえわの状○

P承局定見かさ病り’三
認長都込らな月・に住入一
しに市み更くの宅院日
て協市がにな変費中社
差議長あ三つ化をも保
ししはる箇た等認ノ融第
つた箪と月場に定第五

んる然態め’身な
がこ生に、そ入い
桑と活あ従の院こ
　がのる来間患と
認社場場ども者と
め会は合お退のさ
ら通入にり院入れ
れ念院は住後院て
て上前’宅の期い
い妥の入費帰間る
る当住院を来が
措で居中支先短

る図た走の
とつがに特
’た’あ別
全の今わ基
般峡回せ準
的　特殴額
に住別　は
は宅基同’
一維準時従
般持額に来
基費の引
準のみき一

支の上般　改カミそ柔るつる　くこ度に41　　会り道こ給　要技一十取該当知
給引げ基住善　の　とて費家解菟額　住す疑府れすなで術般分扱住たで
内きら準宅をこ額特きや用屋説　を補宅　る義県まる陵あ吏些塗い宅つ示

雛箋欝鱗篇v講難釜婁褒輸曇難諜
額九が道な基又
一万設府い準は
○円定県事額補
万ので知情で修
円範ざ事が賄そ
の囲るのあえの
範内も承るなイ也
囲での認真い維
窒あ矯露醤
すつ被ならで要
るた　フれあす

第か住費
6ら宅の
の一維特
40持別の万費基
留購準
イ引別
）き基
　上準
　げの
　た限

た都局例措
場市長外置
合にに的は
にあ協な入
はつ議も院
本てしの中
省峡たでの
保　例あ住
聾審のる宅
課査なの費
ににいでを
照当都’支

意院と必・等該こ
見をと要の入ろ
を要も撰資院で
徴すに　料患あ
する　’退を者る
る疾結院ものカミ
こ病核のと処
とに　慰モ遇特
なっ精通　方に
どい神し特金幡
がて病等別　認
必は等をな当に

堂りるはな　め適ついい表認れの浴こがもらに障　くつ⑯
該のこ結場9る当いうた示める一設ζなeれお害入解た入
総雛雛1籍軽鷺ミ購蠕翻斐灘駿蕪
公場請地浴のし方をあ麹ていのと設該つねほ浴行の　（備備
衆まさ域設表た法重り度はた二のし地
浴でれの備現
場のる実のの
利距カミ情付緩
用離　に設和
者’具即がに
の所体し認伴
実要的ためい
態時にもらど
及聞はのれの
び等最でるよ
当力§寄あカ、う

　　　　　　　　　　’30カ1す困鋭
9がね’の’カ1つ均て域も分　る難畝
なてそ厳表　の衡おのら以ここなは
くきのし現こ要を駿ほい内れと老’
Lた緩さがの件失　と湯の以が人従
とカミ和が具うをし当んが距外喜等来
い　な強体ち満な該ど期離のにで
う今い調的9たい付の待に者必あ重
表回しさなのすと設世で公で要つ度
現r徹れた時場認が帯き衆あとての
に他廃る鞭間合め地がな浴つ認自身
改ににと　のにら城入い場てめ宅体

課付付
策設設
4要要の件件
14σ）　の

）衰改
　現霊
　の　 口

　緩
　和
　を
　図

あた額現額
るたを在で
oめ超の賄
　　え都え
　こる道る
　のケ府も
　面1県の　のス知の
　改も夢’
　菩み承補
　をら認修
　優れに内
　先るよ容
　しよるに
　たう特よ
　もに別つ
　のな基て
　でつ準は

をぺ基まもそ応本年のこ本きあ給分解
行ん準姦咲れす年々生と制なる付ぺ説
諭讐出額縫艦暴離鋳界〉

善分別　との対　で障るる大で療　く第に基分設（16）　　がなし該がらみ該

口料っ産のにめ’改いきお生’象助
なのい予引つのさ菩よ得いじそと料
お実て定きい施らをうなててのは等
、態も日上て設に図所いそい額なの
居を’のげ基分実っ要カミ・）蒐もら費
宅考民急を準べ態て額　す　地ず用
分慮間変図額をにさを現べ最越全に
べし施等つを　きた確実て低　 くつ
んて設のた設居め。保のを生施のい
の所に場。定宅こ　す出力活設自て
場要お合　す分ま　る産バ保に由峡
合のけの　るべか　方に1障よ診
に改る特　とんく　向支すたり療医

局引・合場助助はのと情か能ど帯
第き〇七合基のい口にか等性う員
6上○モ六準特うのならに等交の
のげOO額別ま要る総つ他年

そ準ぺ分　 出あ隆て世あいて世
れ額んぺ出産う　い帯る湯適帯

・嶽霧蠣扶蝶綾審寄隷

6た円○’五基で件
のこをOOミ準もを（11と一ヒ⊂）0　　　 なも
及o累円○○
び（　に門○
〔21告○’咲○
）示○同　円
　別○特居を
　表円別宅施

い具
o備

　す
　る
　必
　要

9合㌔、にま齢
的て適な’
に当当　健
勘該な近康
案地入隣状
し域浴よ態
て及のり等
判び方のか
断当法もら
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別表1出産扶助費限度額算定表

フ，§準　額（53年度）

甲表病院 乙表F，参脚斤

（特2類看護） （基準なし）

60，000円（特別葦、憩準75，〔）OOIIB

入
　
　
院
　
　
料
　
　
　
分

人院EI、1粧学管即料 175点 100／1．1

至　　　　　料 100 lOO

基準寝具加算 ！1
一

病衣貸与加算 3
一

看　　，漢　　料 91 71

基　準　看　護 22桑

新生児介補料 224 24

給　　食　　料 100 100

培準給食加算 31
『　『　『

小　　計（A） 959 395

8 11分入院料 76，720円 31．60〔）円

衛生 材料費 3，000円

ノ＼　　［、

［1　rr

・般斐，§準 139，7201り　　91．600「「1

才、1…別り［騰 　　　　トエ5腹．72〔判i畑，㈱円

　　　　1
別表2基準看護の種類捌看護関係加算点数

7E蔓準看 、、庭関係加萌
lb

1ナ

基準看護
承、、，呂要件

（111あノ

の種類
看1，f蛭な1 し
　　ー　　r－

罫、！∋準看 新生児介
入院患者 ，，勤勝 補料加算

手、1…2葬、頁 1：2．5
224，l！f 224、rl、『 448べ、1

牛、luヨ、頁 1：3
170 170 31〔、

1
1：堤

102 102 204

2
1：5

61 6！ 122

3 1：6
36 24 60

未承
1，ε

1二一
24 24

〈上察〔切　（○表卿史八　差場葱
解げ　　葬別唄診　　日こし合h
説た○葬祭表　療七一間れつ峡て

〉嘱驕謎葬軽雛
　（かのの　○合と七たいどに
　告ら遺遺　 奥匡な二場特こおや

示八体体
別’運運
表二搬搬
第○料料
70のの円限
3毒度
禦

　　り○合二菟りむ
六そ’円の類　特を
○れ基、出置　別得
○ぞ準特産護　基な
円れ看別扶の　準い
と九護基助甲　を箏
な廻で準の表　設情
つ　なで　病　定がた六い一糸念院　 しあ
。○乙五額に　てる

とれの　と夜か金　き実つ○る
　る適なな”と霊上態て○場葬
　こ用設つ早距な枢げにい円負祭
　とが　て朝離つ自た対たま　に
　とあ普いのやて動。応疋で遺要

なる通る割作お車
つ場車
て合に
いにつ
るはい
の　、て
で基は
留本’
意額生
す雛
る除護
こさ法

。増業りの
料時地運
金間域賃
がのには
加加よ’
算算つ陸
さ及て運
れび多局
る冬少の
仕期異認
組’る可
み深ほ料

さ　実体す
せこ費運る
るのが搬費
た限認料用
め度定にの
噸嘉罐
二遺るて基
○体仕犠準
○運組　額
円搬みおを
に料と　こ
引のな○え

た（八ら二養　くる取とと定⑬
こム月’年手福解規扱改もの　 年

ζ　　四度当祉説定い定咲取福金

髪壁帯v諄編藻縫
近頓二従祉児　たてが等つ等収
年　　月来手童　こ　併がいのム

’
一
六 ’の当扶　 と年せ一て額認

年一’一一の養
金月七’尺支手

狸掛五轡
額に×＝尺カミ特
の変　一　　別
慧三勘駿
時れ月’か五扶

。金て支のの定
（等支給規改
課の給月定定
第全さにをに
6般れ改整伴
のにる定理り
51共場前す収
）通合のる入
　すの額と認

　でと扱が前け致時ものと異繰上期
昭あめい含のるせ期咲52かなりげが
和るてをま額支ずが　をらる下ら年
五

年
度
は

福

。規課れと給’支年削’場げ践度
定6る改額一払金除現合ら　に
しの場定に期期額す行がれあよ
た51合後’月月のる課あるるり
もにのの改にと改と第るない繰
のま取額定お一定と6こどはり1 1

年金「 一…十十十十一
F獅周匡　　　5 ⑥　　7 8 ⑨ ！0　⑪ 1254年／1月2　③　　4　　5　⑥　　7 ○印一支給月

a　　　 b　ヒ 　　　 　 収人、謬定

a：改定前の年金額，b：改定後の年金額
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担全に
当国つ昭
係民い和
長生て五
会主の十
議管基三
に課本年
お長方度
い会針に
て議がお
示及、け
さび先る
れ全般医
た国聞療
の生催扶
で活さ助
　保れ運
そ護た営

i医療扶助の

マll【llll目ll闘IIIIIIIIIIIIll川【mllll”lmlIIIIIIIIIIIll【【1【【【【【開””””IIllIIIIIIIIIIlu

高に　傷体　円十て六人の助増年表　の
文占；病のさの三減割員一に傾度次ま概
　めっの四ら約年　とに途つ向ま頁丈要
遡るした分桟六度医な占をいをで）　に
度医ための　割の療つめたて示はを四っ
の療現と三保を生扶てるどみし減み十い
適扶状すが護占活助い医つるて少る年て
正助かる阯のめ璽費免療てへい』ζ以紹
なの灸も帯開て護四　挟お　る　　降介
実ウ　の主始い費千ま助陵受交五被のす
施工生であ理蒐八九た人　給　十保保る
をイ活ある由　千百’員最者そ年護護
図ト保るいを　二四予の近はの度人の
るは護0はみ　百十算害jでこう以員動
うき制　阻る　三億額合はのち降は向
えわ度　　　　十円か匡被聞医再四（
でめ全　員’　八はら　保増療ぴ十第
医て体　が全　億五み約護加扶微九一

五t礪マ繰齢震医＿
十いる指従れをて療療
講カミ群驚麟繋雲
六実現進ら要たこに付診月情状0）医がめと委は確
現にに方療あにか託’保
在あお途関るはらし他対
に菟い豊係。医’ての策
お　 て講団こ療医行ヨ夫1二
い　はじ体の機療わ助っ
て十て等問関扶れとい
　　分い0）題の助る異そ　でる協に指の特なて
のあとカっ定円異り
指　るこをいが滑1生、
定　 とろ宇尋て｛足なを才旨
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饗雰駐欝綴鑓齢碁響騒麦腸遇幽篇雛籍雛
針検をどて　こい員凡て環祉を処群ばでさ処後状推
鑓編雛餓天惣所纏欝例幾茗讐罎灘
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雛贋野赫る握病をり適た医
こす斗，に随主切めで

第1装　被保護人員、医療扶助人員の年次推移

披保護実人員四 保　 、1室

医療扶助入員⑯
指　　　　　　　　　数

被保護実人員　医療扶助入員
医療扶助率⑬／④ （参鋤入の、．

40　年　度 ］，598，82］人 ］6．3％ 616，286人 ！00．O　　　　IOO．D 38．5％ 24．2％
45 1，344．3（〕6 13．0 701，783 84．］　　　　113．9 52．5 27．2
46

1，325，2】8 ユ2．6 722，801 82．9　　　　117，3 54．5 27．5
47

玉，349，000 12．7 758，868 84．墨　　　　123．】 56．3 27．1
48

1，345，549 ］24 763，249 84．2　　　　エ23．8 56．7 26．1
49 1，312，339 11．9 ア55，572 82．1　　　　　122．6 57．6 25．8
50

1，349，230 〕2．1 785，084 84．4　　　　127．4 58．2 25．1
5】 1，358，316 12．0 793，458 85．O　　　　l28．ア 58．4 24．7

第2表　51年度ケース検討結果（指摘の内容）

要看 護ケ ス

そ　び） 他ケ ス

2．7 19．3　　　　10〔〕　〔）

3．6 21，6セ10面

一16一



すと以医入
るな外療院医
こどの要を療
との傷否要扶
と改病意す助
し正に兄る運
鷹をつ書併営・
　行いを給要
　、ミて省患領
　　一略者に
　四時しにつ
　月外たつい
　一泊こいて
　日をとては
　か認’入’
　らめ精院直
　適た神月ち
　用こ病のに

医療扶助運営
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まを場そ否院へいて炎ての前を護3院
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勧騰聾膿岩鎚穀踏黍鑛舘
り阿疑見結必圓塑い正　期　なり裕為にと略
での　書核要様連てに　囎医免医が院限にで
あ改他の入で 誓がはよ　等療　療あがらっき
る正法提院あ療あ、つ　実機な要る予れきる
。のの出要免要る保て　態関漿否よ測る時場
　対活を否　否こ護も　はと　意うさも問合

警騒鶏鶏薮魏融餅饗喚
　な考と電に書喰否療　十絡さの合そあ急あ
　らんす　　を　判単　分をれ提にれる性く

セ必でら則筆　　　一よ（疑この医要さ
凡要あれ　長入　 二 課り慢　と提療否れな
移豊つて従が院　　’長六性要と出券をた駿

めはを精の時を範せはた入基て以要る本半榊み外判　囲　§嘱時院づ医1実降否
こ庁定病移泊定　　の　　〕託点をぎ療　の意
と協す以送っす　　　　と医以要鉾要第入見
罐ゑ樗にゑ　　繍瞬麓舜欝
鷹経め傷認いめ　　　　 ゑ断二場行見目療省
　たに病めて病　　　　　に月合う書σ）の略
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全国社会福祉協議会・出版部
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